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を実験室的に再現し，純Ni および、Ni- Fe 合金に共通な脆化挙動， Ni 含有量の違いによる脆化傾向の差
異を明らかにし，脆化機構を解明した。
純Ni および~Ni-Fe合金の水素吸蔵材は -500C近傍と室温の 2つ温度域で脆化が著しく，この脆化は
Ni 含有量が大きいほど，ひずみ速度が低いほど著しく現われた。また室温吸蔵材を室温時効すると，

















分解による結品学的損傷の発生が純N附i わよびび、Niト-Fe 合金の水素脆化挙動を特徴づづ、けることを明らカか3 に
した O
-500C近傍の脆化はG.C. Smith らによると転位と水素の相互作用によって説明されているが，この説










り， f. c. c.構造を有するオーステナイト系ステンレス鋼や高Ni基合金に対する水素の影響などについ
ての研究方面に対して 本研究で得られた結果は貢献するところが少なくないと考える。
論文の審査結果の要旨
本研究は純Ni および36%以上のNi を含有する Ni-Fe 合金の水素脆化の機構を明らかにしたものであ
る。従来金属の水素脆化機構としては， (1)水素ガス内圧説， (2)欠陥表面への水素吸着説， (3)金属格子
結合弱化説， (4)転位との相互作用説等が提出されているが，本研究において明らかとなった ， -50oC 
近傍および+20oC近傍の 2 つの脆化現象はこれらの説単独で、は説明できない。そこで本研究では，水
素吸蔵材，時効材について， X線回析，電子顕微鏡観察，硬度試験，引張試験等を行ない，低温側で
は一700C付近までNi の水素化物 (NiH) の生成がNi 含有量に比例して進むこと，逆に常温以上ではNiH
の分解が促進されることを見出し，このことから ， -50oC近傍の脆化は主としてNiH 自身のもろさに
よるものであること ， +20oC 近傍の脆化はNiHの分解により生ずる引張応力によって発生するクラッ
クによるものと，さらにNiHの分解によって生ずる H が，クラック先端の三軸応力場と転位場の作用
により，引張り変形中にふたたび、G.P.帯的な集合体をつくる可能性によるものであるとの結論をえた。
この研究は金属材干物水素脆化現象の解明に新ししミ知見を加えたものであり，工学博士の学位を授与するに
{直するものであると認、められる。
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